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第10回 ICT教育の理論と方法

発表会①
情報モラルの授業を、教師として形にする

稲垣 俊介 山梨大学 教育学部 准教授
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OVERVIEW 説明

今⽇は発表会です

これまで考えてきたことを、授業にします。
ICT、AI、情報モラル、探究、プログラミング、特別支援などに
ついて学んできました。

今日は、情報モラルの授業として互いに発表し、共有します。

発表する人も、聴く人も、自分の授業づくりに戻して考えます。
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FLOW 進行

本⽇の流れ

n 第9回の結果を返す

n 学生の声を読む

n 発表会の見方を確認する

n 4名の発表を聞く

n 発表会全体を振り返る

n 時間があれば、教員向け生成AI研修を紹介する

生成AI研修資料は、時間がある場合だけ扱いますね。
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FORM 確認

今⽇はフォームを分けます

n 全体入力フォーム：第9回の振り返り、発表会全体の振り返り

n 聴衆用入力フォーム：発表1件ごとに送信

n 発表者用入力フォーム：発表者だけが回答

n 生成AI研修会ミニフォーム：紹介した場合だけ回答

生成AI研修資料を扱わない場合、ミニフォームは使いません。
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01 DATA データ

第9回の結果から始めます

前回は、評価・成績場面でICT配慮をどう考えるかを扱いまし
た。
今日は、その結果を短く共有してから、発表会に入ります。
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DATA 結果

前回の中⼼問い

読み上げ機能を使った答案を、他の生徒と同じ点数として成
績に入れてよいでしょうか。
ここでは、支援と評価の妥当性を同時に考えました。
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DATA 結果

評価している⼒

A 文章の内容理解    15名

B 文字を自力で読む力   3名

C 内容理解と読む力の両方 22名

最も多かったのは、観点を分ける必要があるという見方でした。
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DATA 結果

点数・成績をどう扱うか

共有前

A 同じ点数     6名

B 条件付きで同じ点数 20名

C 評価方法を分ける  14名

共有後

A 同じ点数     5名

B 条件付きで同じ点数 19名

C 評価方法を分ける  16名

最終判断では、Bが最多でした。ただし、Cも多くなっています。
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DATA 結果

授業後の⾃⼰評価

l アクセスの問題として考えた   4.65

l 支援と評価の妥当性を考えた   4.90

l 合意形成や条件設計を考えた  4.85

l 他者意見で深まった      4.00

l まだよくわからない点が残った  2.85
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VOICE 声

第9回の声から

ここから、学生の自由記述を紹介します。
原文のまま掲載します。
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VOICE 声

特別扱いではなく、アクセス保障

授業を通して、配慮は単なる特別扱いではなく学びへのアクセス
保障であるという視点が深まりました。

実務的には事前の合意形成、運用ルールの文書化、ICT格差への
対応などが鍵になると感じました。
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VOICE 声

何を評価したいのか

今日の授業を通して、教師は全員を同じように扱うことだけでなく、何を評
価したいのかを明確にし、一人ひとりが力を発揮できるように必要な配慮を
考えることが大切だと感じた。

また、生徒の困難だけを見るのではなく、適切な支援によって本来の力や可
能性を引き出すことが教師の役割だと考えた。

このことは、第1回で考えた「生徒の可能性を広げられる教師になりたい」と
いう教師像ともつながっており、生徒一人ひとりが自分の力を十分に発揮で
きる環境を整えられる教師になりたいと思った。
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VOICE 声

正解がないから考え続ける

今日の授業はいつも以上に正解がなく話し合いでも大きく意見
が分かれることが多かった。

おそらく学校でも同僚の先生と意見が分かれることも多くあるだ
ろうし今回と同じで完全な正解があるわけでもないので、配慮方
法には一生付き合っていく覚悟で考え続ける必要があると思っ
た。
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VOICE 声

難しさを引き受ける

支援をどこまで行うのか、今は想像しかできないためきれいごと
だと言われるような考えしかできないのがもどかしいし、恥ずか
しい。実際になればもっと難しい問題なのだろうと思った。

試験や成績に関することは支援が必要な生徒だけの問題ではな
いから不満が出てしまうことも想定して動かなくてはいけないし、
その不満を頭ごなしに否定したり正論で抑えるのも違うだろうと
思うと、教師はどうあるべきなのか悩む問題だった。
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VOICE 声

公平と平等は同じではない

今日の授業を通して、公平と平等は同じではないことを改めて学びました。

これまでは全員を同じように扱うことが公平だと考えていたけれど、一人ひ
とりの状況に応じて必要な配慮を行うことが、本当の意味での公平につな
がると感じました。

また、配慮を受ける生徒だけでなく、配慮によって「ずるい」と感じる生徒が
出てくる可能性もあるため、周囲の生徒に対してその必要性や目的を丁寧に
説明することも大切だと感じました。将来教師になったときには、生徒一人
ひとりが安心して学べる環境をつくれるようにしたいと思いました。
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FORM 入力

全体⼊⼒フォームQ3

Q3 第9回の結果や学生の声を見て、印象に残ったこと、または考え
たことを書いてください。

まず一人で書きます。その後、近くの人と短く共有します。
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ASSIGNMENT 課題

情報モラルの授業を作る

l 将来希望する学校種・教科の特性を生かして、情報モラルの授業を
作成する。

l 提出物は、50分の授業で使用するPowerPoint形式の授業スライ
ド。

l 単なる紹介ではなく、実際に授業で使用できるスライドにする。
l ノート欄には、そのスライドで話す内容を書く。

今日は、希望者がこの授業スライドを使って発表します。
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CHECKPOINT 観点

発表は、授業のとして臨みましょう

l 情報モラルの何を考えさせる授業か。

l 対象の学校種・教科らしさがあるか。

l 生徒は何を書く、話す、考えるのか。

l 教師はどこで判断しているか。

l 50分授業として使えそうか。

聴く人も、自分の授業づくりに戻して考えます。
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PRESENTATION 発表

1⼈10分以内です

l 発表 8〜9分（短くても構いません。）

l 入れ替え・コメント・フォーム 1〜2分

l 発表は、紹介ではなく授業として行います。

l 聴く人は、発表1件ごとにフィードバックを書きます。
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PRESENTATION 発表

6⽉22⽇の発表者

1 さん（ ）

2 さん（ ）

3 さん（ ）

4 さん（ ）

発表は1人10分以内です。
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NEXT 次回

6⽉29⽇の発表者

1 さん（ ）

2 さん（ ）

3 さん（ ）

4 さん（ ）

次回も1人10分以内です。
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FORM 入力

発表1件ごとに送信します

l 発表者を選ぶ。

l 良かった点を1つ書く。

l さらによくするための問い・提案を1つ書く。

l 自分の授業づくりに取り入れたい点を書く。

発表者への敬意を持って、具体的に書いてください。
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FORM 入力

全体⼊⼒フォームQ4・Q5

Q4 今日の情報モラル授業の発表を見て、授業づくりで大切だと
思ったことを1つ書いてください。

Q5 自分の授業づくりや最終レポートに取り入れたいと思った工夫
を1つ書いてください。

まず一人で書きます。発表者ごとのコメントではなく、発表会全体を振り返ります。
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FORM 入力

発表者振り返りフォーム

l 発表した人だけ回答します。

l 一番伝えたかったこと

l うまくいったこと

l 改善したいこと

l 最終レポートにどう活かすか

聴衆からのフィードバックと合わせて、授業改善に使います。
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OPTION 任意

ここからは時間がある場合だけです

教員向け生成AI研修を少し紹介します。

時間がない場合は、ここは次回以降に回します。

その場合、生成AI研修フォームも使いません。
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FORM 入力

授業本体フォームQ6

Q6 今日の発表会を通して、教師として考えたことを書いてください。

そのうえで、第1回で書いた「どんな先生になりたいか」とつながるところがあれば書いてください。
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FORM 入力

授業本体フォームQ7

l 発表を授業として見ることができた。

l 情報モラルで何を考えさせるかを意識した。

l 他者の発表から工夫を見つけた。

l 最終レポートに活かせる視点を得た。

l まだよくわからない点が残った。

5段階で答えてください。
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FORM 入力

授業本体フォームQ8

Q8 今日の授業や発表会についての感想・意見、または次回の発表やレ
ポートについて確認したいことがあれば、自由に書いてください。

任意欄です。感想、意見、質問、確認を書いてください。
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NEXT 次回

次回も発表会です

1. さん（ ）

2. さん（ ）

3. さん（ ）

4. さん（ ）

6月29日も、1人10分以内です。
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SUMMARY まとめ

今⽇のまとめ

情報モラルの授業は、注意事項を伝えるだけではありません。
生徒に、どの場面で、何を考えさせるか。
教師が、どのような判断を授業に埋め込むか。
発表は、その判断を見える形にする時間です。

次回も、情報モラルの授業を「教師として」見ます。
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